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語
文

　第
百
八
輯

平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）
年
六
月
二
十
五
日

　印
刷

平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）
年
六
月
三
十
日

　発
行

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

代
表

　出
原
隆
俊

　

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
│
四
│
二
四
六
四
一

電
話

　〇
六
│
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

印

　刷

　亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

編
集
・

発
行
者

〒
560─
8532

編
　集
　後
　記

　
本
号
に
は
、
田
中
裕
先
生
と
島
津
忠
夫
先
生
と
へ
の
追
悼
の
文
章
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
田
中
先
生
は
、
本
学
に
文
学
部
が
設
置
さ
れ
た
際
の
ご
着

任
以
来
の
長
き
に
わ
た
り
、
ま
た
島
津
先
生
は
、
昭
和
五
五
年
に
本
学
教
養

部
に
ご
着
任
以
降
、
と
も
に
多
く
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め
て
両
先

生
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
追
悼
の
言
葉
を
ご
寄
稿
賜
り
ま
し
た

三
村
先
生
、
三
輪
先
生
、
近
本
先
生
、
滝
川
先
生
、
尾
崎
先
生
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
田
中
裕
先
生
の
略
歴
・
業
績
目
録
は
本
誌
三
八
号
に
、
島
津
忠
夫

先
生
の
略
歴
・
業
績
目
録
は
五
三
・
五
四
合
併
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
御
停
年
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
御
論
考
も
多
く
あ
り
ま
す
こ

と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　
本
号
で
掲
載
し
ま
し
た
論
文
は
、国
語
学
二
本
、文
学
四
本
で
す
。文
学
は
、

古
典
と
近
代
が
二
本
ず
つ
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
存

じ
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
着
任
さ
れ
た
山
本
講
師
の
、
一
月
に
開
催
さ
れ
た

本
学
会
で
の
講
演
を
元
に
し
た
論
文
を
含
み
ま
す
。

　
会
員
の
方
か
ら
の
投
稿
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
本
号
で
は
五
点
の
会
員
に
よ
る
御
著
書
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
御
著
書
を
出
さ
れ
た
会
員
の
方
は
、
是
非
と
も
お
知
ら
せ

下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
島
）

前
号
目
次
〈
出
原
隆
俊
教
授
退
休
記
念

　日
本
文
学
特
集
〉

出
原
隆
俊
先
生
を
お
送
り
す
る 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

飯
倉

　洋
一

尾
崎
紅
葉
『
三
人
妻
』
論―

金
力
と
そ
の
転
倒―

 …
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

坂
井

　二
三
絵

樋
口
一
葉
「
大
つ
ご
も
り
」
論 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

屋
木

　瑞
穂

―

松
原
岩
五
郎
の
小
説
・
下
層
社
会
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
の
関
連
に
注
目
し
て―

夏
目
漱
石
『
門
』・『
行
人
』
に
お
け
る
宗
教
概
念
と
そ
の
時
代 

…
…

…
…

…

莊

　
　千
慧

泉
鏡
花
『
南
地
心
中
』
の
大
阪―

見
物
、
演
劇
、
な
ら
び
に
心
中―

 
…

…
…

…
…

西
尾

　元
伸

谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
旅
行
と
中
国
江
南
文
学―

一
人
称
語
り
の
試
み
と
転
換―

 
…

張

　
　麗
静

高
橋
が
ダ
ダ
新
吉
に
な
る
と
き―

一
九
二
〇
年
夏
の
『
萬
朝
報
』
を
手
が
か
り
に―

 …

松
田

　正
貴

志
賀
直
哉
『
或
る
男
、
其
姉
の
死
』
論 

…
…

…
…

…

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

―

作
品
区
分
の
再
検
討
の
た
め
に―

芥
川
龍
之
介
『
白
』
論―

不
条
理
な
変
身
を
め
ぐ
っ
て―

 
…

…
…

…
…

…
…

…

西
村

　真
由
美

農
民
文
芸
運
動
に
お
け
る
教
化
・
修
養
機
関
と
し
て
の
演
劇
の
構
想 

…
…

…

鈴
木

　暁
世

―

中
村
星
湖
の
農
民
劇
理
論
と
戯
曲
「
明
月
」―

邦
枝
完
二
と
小
村
雪
岱―

「
お
せ
ん
」
の
挿
絵
を
読
む―

 
…

…
…

…
…

…
…

…
…

杲

　
　由
美

太
宰
治
「
作
家
の
手
帖
」
論―

「
と
ん
ち
ん
か
ん
」
を
狙
う
語
り―

 …
…

…
…

…
…

廖

　
　秀
娟

織
田
作
之
助
『
土
曜
夫
人
』
論―

「
読
売
新
聞
」
を
手
が
か
り
に―

 …
…

…
…

…
…

斎
藤

　理
生

出
原
隆
俊
教
授
略
歴
・
論
著
目
録

紹
介
・
加
藤
洋
介
編
『
伊
勢
物
語
校
異
集
成
』 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

北
島

　
　紬

紹
介
・
荒
木
浩
著
『
徒
然
草
へ
の
途―

中
世
び
と
の
心
と
こ
と
ば―

』 …
…

…
…

…

勢
田

　道
生

紹
介
・
島
津
忠
夫
・
大
村
敦
子
編
著
『
甲
子
庵

文
庫
蔵

紹
巴
富
士
見
道
記
影
印
・
翻
刻
・
研
究
』 …

寺
田

　
　伝

紹
介
・
福
田
安
典
著
『
医
学
書
の
な
か
の
「
文
学
」
江
戸
の
医
学
と
文
学
が

作
り
上
げ
た
世
界
』 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

岡
部

　祐
佳

紹
介
・
山
崎
勝
昭
著
『
萩
原
広
道
』
上
・
下 

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

河
野

　光
将

紹
介
・
森
勇
太
著
『
発
話
行
為
か
ら
み
た
日
本
語
授
受
表
現
の
歴
史
的
研
究
』 …

…

高
谷

　由
貴

平
成
二
十
七
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
学
位
論
文
（
課
程
）
題
目

平
成
二
十
七
年
度
受
贈
図
書
目
録

平
成
二
十
八
年
度
講
義
題
目

彙
報


